
ー
 

1
!
,
.

．
ー
 
ー
，
 

へ
石
和
三
十
三
年
十
月
一
で
 

二
日
迄
に
て
三
ケ
月
と
な
る
 

人
）
 三
．
昭
和
三
十
二
年
九
月
十
五
 

日
現
在
で
調
製
し
た
基
本
選
 

一
月
五
日
 

突
き
当
つ
て
か
 

落
ち
て
居
る
、
 

来
る
十
一
月
八
日
は
五
所
川
原
 

．
市
民
に
最
も
深
い
関
係
を
持
つ
 

市
長
の
選
挙
投
票
日
で
す
。
 

立
派
な
市
長
を
選
び
挙
げ
る
 

こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
生
活
が
 

豊
か
に
な
り
明
る
く
な
る
の
で
 

す
か
ら
、
投
票
を
す
る
前
に
も
 

う
一
度
目
を
つ
ぶ
り
胸
に
手
を
 

あ
て
、
ど
の
候
補
者
が
市
長
と
 

し
て
最
も
適
当
な
人
で
あ
る
か
 

を
見
あ
や
ま
ら
ぬ
よ
う
、
金
や
 

品
物
に
だ
ま
さ
れ
る
よ
う
な
こ
 

と
な
く
、
自
分
の
良
心
に
従
つ
 

て
、
有
権
者
全
員
が
、
投
票
を
 

い
た
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
申
 

し
上
げ
ま
す
。
 

選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
 

い
る
限
り
投
票
出
来
ま
す
か
ら
 

入
場
券
が
届
か
な
く
と
も
、
是
 

非
投
票
に
お
出
で
下
さ
い
．
 

首
 ン
 

、
 
へ
「
‘
 

」J
J
 ど
武
 の

たで原

こ見

よ

過あ市

れは

う

去の街

はる 

 

。を

塞で

合か

憶空あ

併す

う

にる

後

と
』、

。四
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世
帯数

8
・
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女
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・
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8.  

市
の

人に 世帯数

9
ワ
ず

末現

在 

叱“

t
外国

人を除

く
） 

総人口

49

・

247 

 
男

24

・
1
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な
ど
と
申
込
 

醗
り
有
ど
、
ま
す
が
、
そ
 

寸
《
 畢

人
名
簿
に
登
載
洩
れ
の
 

だ
め
遺
憾
な
が
ら
投
票
を
 

得
な
か
つ
た
人
も
あ
つ
た
 

人
 

今
年
の
十
 

な
つ
た
医
 

理
由
に
よ
 

い
ま
す
。
 

昭
和
二
十
 

府
ょ
り
日
 

ク
ス
リ
お

A
.
 

な
つ
て
い
 

屋
に
ま
か
 

専
念
す
る
 

い
と
い
わ
 

そ
れ
が
き
 

医
薬
分
業
一
 

月
一
日
よ
一
 

表
が
出
来
一
 

る
。
 
点
数
夷
 

の
か
一
 
億
康
保
険
、
 

労
働
者
健
（
 

い
ま
で
は
消
防
の
機
動
力
も
 

新
市
に
ふ
さ
わ
し
い
躍
進
ぶ
り
 

を
み
せ
て
速
消
車
を
先
頭
に
昼
 

夜
を
わ
か
た
ぬ
猛
訓
練
を
積
み
 

か
さ
ね
て
、
こ
れ
か
ら
の
火
災
 

シ
ー
ズ
ソ
に
備
え
て
い
る
。
 

昨
年
博
覧
会
こ
の
か
た
、
街
 

路
は
面
目
を
一
新
し
、
近
代
的
 

で
明
る
い
商
店
が
次
寿
と
建
て
 

ら
れ
、
新
興
の
意
欲
に
燃
え
る
 

槌
音
が
秋
空
高
く
、
こ
だ
ま
し
 

て
い
る
。
 

五
所
川
原
市
は
西
北
の
中
心
 

で
あ
り
綜
合
都
市
で
あ
る
。
将
 

来
は
右
油
資
源
の
開
発
、
海
底
 

ト
ン
ネ
ル
の
開
通
等
が
実
現
す
 

れ
ば
、
急
速
な
発
展
が
予
想
さ
 

れ
る
。
津
軽
の
野
づ
ら
が
、
工
 

業
化
さ
れ
る
と
き
、
五
所
川
原
 

は
ま
た
一
段
と
ふ
く
れ
む
が
る
 

こ
と
が
約
東
さ
れ
て
い
る
。
合
 

併
以
来
の
目
ざ
ま
し
い
事
業
も
 

そ
の
序
曲
で
あ
る
。
 

巷
間
赤
宇
の
こ
と
も
言
わ
れ
 

て
い
る
が
、
土
地
も
建
物
も
充
 

分
あ
る
し
、
堅
実
に
一
歩
ノ
、
、
 

力
強
く
正
道
を
進
ん
で
ゆ
く
と
 

こ
ろ
、
い
つ
ま
で
も
経
費
は
か
 

か
る
わ
け
で
も
な
い
の
で
、
赤
 

宇
の
克
服
が
至
難
だ
と
は
い
わ
 

れ
ま
い
。
 

③
 
昭
和
三

tェ
電
九
月
ナ
五
 

日
現
在
の
基
本
選
畢
人
名
簿
 

に
登
録
洩
れ
に
な
つ
て
る
か
 

ど
う
か
を
知
る
篇
め
に
は
市
 

選
管
で
必
ず
名
簿
を
見
て
下
 

さ
い
。
 
お
気
付
き
の
方
は
十
 

月
ニ
十
七
日
迄
ど
し
ど
し
当
 

委
員
会
へ
お
出
で
下
さ
い
。
 

が
、
調
製
す
る
係
員
も
 

気
を
つ
け
て
、
こ
ん
な
 

の
 細
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特

来は

石

油の街実現

かトト 
な
人
が
な
い
よ
う
に
と
 

気
 て
嬢
お
り
ま
す
が
、
な
 

日
の
異
動
と
い
つ
て
上
 

南方

面 
こ
 紺

入
b‘
が
は
げ
し
い
の
で
 

市の

人に 

 
、
当
方
と
し
て
も
一
人
 

す
 れ
な
く
と
名
簿
を
完
全
な
 

①
 
不
在
者
投
票
を
せ
れ
ば
な
 

化
す
る
た
め
に
は
、
皆
さ
 

一
 
ら
ぬ
事
情
の
人
は
（
嶋
業
当
ん
 

一
 
日
自
ら
投
票
所
に
行
つ
て
投
な
 

ご
協
力
な
し
で
は
期
し
得
 

の
で
あ
り
ま
す
。
 

票
す
る
事
の
出
来
な
い
◇
 

の
ご
協
力
と
云
う
の
は
即
 

投
票
の
前
日
ま
で
に
玉
所
川
ち
 

登
録
の
出
入
り
の
手
続
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 市
長
選
挙
さ
補
充
人
名
簿
調
製
に
つ
い
て
 

（
見
逃
が
さ
ぬ
ょ
う
お
廟
い
レ
」
ー
ず
】
・

y
 1

1
 

、
！
、
、
、
、
く
く
！
、
く
ノ
．
 

Jー
、
一
 
、
・
一
 

ー
 
こ
の
度
の
選
挙
は
昨
年
の
九
 

月
十
五
日
現
在
で
、
こ
し
ら
い
 

‘
 
た
基
本
選
挙
人
名
簿
と
衆
諸
院
 

議
員
選
挙
の
際
の
補
充
選
挙
人
 

図
 

名
簿
と
今
回
申
請
に
よ
つ
て
出
 

来
た
、
補
充
選
挙
人
名
簿
に
よ
 

つ
て
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
 

ん
 

す
。
 
名
簿
洩
れ
等
の
た
め
貴
重
な
 

一
票
を
行
使
出
来
な
い
事
の
な
 

か
 

い
よ
う
左
に
該
当
す
る
人
は
お
 

忘
れ
な
く
、
市
の
委
員
会
に
ご
 

原
市
選
畢
管
理
委
員
会
に
投
き
 

は
つ
き
り
さ
せ
、
選
畢
 

係
者
と
連
絡
し
期
間
内
 

必
ず
縦
覧
を
し
て
下
さ
 

覧
は
い
つ
で
も
ご
便
宜
 

,、
費
雰

‘ 

広 動
 運
 金
 募
 同
『
 

一
 

x
xx

xxx 

 xx 
 

栗
の
手
統
き
を
し
て
下
さ
い
 

④
 
補
充
選
畢
人
名
簿
調
一
製
に
に
 

つ
い
て
は
、
左
記
の
通
り
と
 

ぐ
 4
 

な
つ
て
お
り
ま
す
。
 

①
 
調
製
現
在
期
日
 

十
月
ニ
十
二
日
 

③
 
申
請
期
間
及
閲
豊
一
 

十
月
二
十
三
日
か
ら
 

を
・
ュ
っ
て
お
り
ま
す
か
ら
、
 

ご
 
な
り
又
他
の
人
に
依
頼
 

す
 
ょ
り
し
て
、
名
簿
に
登
載
 

て
る
か
落
ち
て
る
か
を
確
 

わ
北
パ
 

轟
ょ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
 

ニ
十
七
日
ま
で
 
万
 

十
月
二
十
八
日
か
ら
十
月
口
齢
辞
植
は
権
利
の
放
キ
是
ブ
 

③
 
調
製
期
間
ー
 

r
 

、
」
」

4豪
胡
潜
俸
破
良
い
椅
造
る
 

十
月
二
十
八
日
か
ら
十
月
ロ

W陣
」
椅
は
権
利
の
放
キ
是
ブ
 

せ
て
強
カ
ー
 

な
り
ま
し
 

が
み
ん
な
 

事
業
に
参
（
 

二
十
九
日
ま
で
 
」
一
日
間
 
一
，
 

相
談
下
さ
い
。
 

一
、
昭
和
十
三
年
十
月
二
十
三
 

日
以
前
に
生
れ
た
人
 

（
十
月
二
十
二
日
で
満
ニ
十
 

才
と
な
る
人
〕
 

二
、
新
た
に
昭
和
三
十
三
年
七
 

月
ニ
十
三
日
以
前
か
ら
住
居
 

、
原
 

街

鳥 

崎

千代吉

氏 
④
 
縦
覧
及
異
議
申
立
期
間
ハ
齢
わ
か
り
一
票
、
が
つ
か
 

「
鍵
結
醜
か
一
一
了
警
肥
ご
そ
は
公
明
選
畢
掌

熱
魂
騒
鯛
競
一
叫
溝
 

望
し
ま
一
 

こ
の
募
ザ
 

ー
、
困
つ
 

難
腎
 

乱
奪
ー
翫
叫
二

Jニ
琴
肥
ご
そ
は
公
明
選
畢
実
 

を
 ⑥

 
異
鵬
申
立
決
定
期
限
一
 

十
一
月
四
コ
 
ー
 

⑥
 
名
簿
確
定
日
 
一
 

⑥
 
異
鵬
申
立
決
定
期
限
 
）
 
叫
 
五
所
旧
京
市
 

『
 
五
 

所
町
‘
原
市
 

ミ
鳶
 

』
泊
F
 

」
り

4
 

へ
、
熱
の
勢
一
 

み
る
人
の
 

預
る
保
者
・
 

三
、
農
繁
鷲
 

ら
守
る
午
」
 

四
、
親
の
た
 

護
施
設
め
 

一
ほ
畦
 

外
 舞

難
畿
数
轟
静
競
 

震
ら
取
れ
”
迄
の
言
葉
が
 

りん

と指

導
所
か
ら＼ 

十

月の注意

事

項 

ら 

み 

お 

ろ 

し 

た 
る
の
も
こ
の
た
め
で
す
。
 

な
ど
手
ぬ
か
り
な
く
進
 

グ
の
た
び
に
切
り
取
り
 

つ
と
め
ま
し
よ
う
。
 

市

長 
導
所
で
は
 
下
き
い
％
ュ
 
「
‘
 
、

1
 十

月
の
り
の
稲
刈
、
脱
穀
と
仕
事
が
か
ち
可
 

ン
パ
で
倒
れ
た
あ
と
を
み
 

と
、
幹
が
く
さ
つ
て
生
藤
 

ん
ご
作
業
 
合
い
ま
す
が
、
収
か
く
前
 

五
、
浮
浪
喜
 

産
場
、
毎
 

六
、
釈
放
者
 

』
 

に
つ
い
て
 
直
玉
い
、
ー
プ

Jル
●
以
あ
 

の
な
い
樹
が
意
外
に
多
い
 

灘
）
一
響
醸
“
 

農
鍵
 
略
離
醜
響
縫
 

で
す
。
反
収
の
増
加
に
 

地
の
樹
を
揃
え
る
こ
と
 

五
 

へ
 

合
併
四
年
で
一
切
の
事
業
が
 

完
成
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
 

出
来
な
い
こ
と
で
、
右
手
に
健
 

全
財
政
を
に
ら
め
、
左
手
に
事
 

業
の
推
進
を
な
が
め
て
、
伸
び
 

ゆ
く
五
所
川
原
を
建
設
す
る
こ
 

と
は
並
大
低
の
こ
と
で
は
な
い
 

し
か
し
、
そ
れ
が
、
 
一
つ
づ
つ
 

積
み
あ
げ
ら
れ
て
い
る
現
実
は
 

ひ
と
し
く
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
 

で
あ
ろ
う
。
 

周
囲
は
農
業
で
固
め
ら
れ
、
 

そ
の
衛
星
に
守
ら
れ
て
、
中
心
 

街
が
あ
る
わ
け
だ
が
、
農
業
の
 

振
興
と
商
業
の
進
展
は
車
の
両
 

輪
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
五
所
川
 

原
の
生
命
線
で
あ
る
。
 

き
く
影
響
し
ま
す
．
計
 

疹
請
）
 

で
解
決
ナ
 

る
社
会
垣
 

費
 八
、
市
町
料
 

資
金
 
九
、
市
町
村
 

金
 十
、
身
体
瞳
 

ど
の
連
終
 

十
一
、
児
薫
 

に
噛
個
，
極
新
」
蹄
乳
 

す
 

ー
新
植
を
遇
め
 

さ
い
。
植
穴
，
苗
木
，
 

用
す
る
堆
厩
肥
そ
の
他
三
 

物
の
準
備
が
ほ
し
い
も
の
 

セ
瞭
m
m
し
て
下
さ
い
。
 

り
ま
す
。
 

①
袋
を
は
え
だ
，
国
光
、
印
 

①
 
風
風
く

α軽
同
藁
令
ふ
「
い
づ

4
 載

＼
雄
袈
裏
拳
『
畿
讐
 

す
。
 加

成
 噴
達
 

》
日
と
旧
あ
し
が
短
か
く
 

緯
『
議
糠
 

天から

うけた

恩を

忘れないこ 

 と 

趣

ずにお

かすつ

みと

知っ

て
い
てお

かすつ

みと 
 

s奪く 

 
どつ

ち

が大

き

いか考

え

る

べき

であ

る 
も
少
な
く
し
ま
す
．
 

号
 。ノ
 d
'
 

『
・
第
 

く
 

。
ノ
、
．
》
 

日
 に
ノ
 

処
理
を
 

す
ま
せ
一
④
翻
知
如
如
嫡
議
で
斑
釦
ト
 

ま
し
た
 
シ
け
畑
機
を
切
加
取
プ
で
宣
 

か
、
傷
 
気
の
タ
ネ
を
少
な
く
す
る
こ
 

幸
福
な
る

叱は

人
に
与
えた

恩を

忘れること 

ま
わ
り
を
き
れ
い
に
し
 

く
打
っ
起
す
等
野
そ
 

」
 諸N
 

対
策
も
今
か
ら
手
を
つ
 

の
少
な
 
と
で
す
。
（
ウ
ド
ゾ
ゴ
音
俄
丁
，
 

助
成
 

、
凡
め
で
す
。
 

rー
、
、
、
‘
、
‘
，
 

J
~
 
J
'
 

五
所
川
原
電
報
電
話
局
で
は
、
市
内
蓮
沼
市
営
住
宅
街
（
旧
‘
 

所
川
原
博
跡
）
や
そ
の
周
辺
の
市
民
か
ら
公
衆
電
話
を
設
け
て
 

ほ
し
い
と
い
う
強
い
要
望
に
応
え
て
博
覧
会
噴
水
池
跡
に
ヂ
ツ
 

ク
ス
公
衆
電
話
入
五
所
川
原
駅
前
と
同
じ
〕
を
去
る
八
日
か
ら
 

開
通
さ
せ
大
い
に
喜
こ
ば
れ
て
 

消

防

署

望楼 
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青
森
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内
供
出
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十
分
の
ー
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占
め
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五
所
川
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本
年
の
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い
る
．
 

ま
た
お
な
じ
み
深
い
赤
ブ
ル
 

マ
型
公
衆
電
話
も
翌
九
日
か
ら
 

五
所
川
原
市
立
病
院
待
合
室
に
 

弘
南
パ
ス
五
所
川
原
営
業
所
（
 

遠
く
は
飯
詰
駅
売
店

e三
ケ
所
 

に
そ
れ
？
ハ
、
新
設
し
た
の
で
大
 

い
に
利
用
し
て
ほ
し
い
と
望
ん
 

で
い
る
。
 

尚
同
局
で
は
こ
の
他
大
助
雪
 

ツ
角
（
辻
薬
局
附
近
）
に
ポ
ジ
 

.．
ス
公
衆
電
話
を
、
雪
叱
膚
院
 

年
 

募
集
受
 

昏

衆電話

新設 は
去
る
十
 

3
3
 

乎和

町・市立病院 

ム

南

バス待合所と 

仮

詰

駅

の売店に 

部豊

算雲

暫忘

覧 
日
で
メ
切
 

和
 

ー
 
た
が
、
 

こ
れ
が
 

用
試
験
は
 

ー~～コ

7

マコ

へ~

7 
 

＝フ、乙

ニフ

、  

二
十
一
号
、
二
十
二
号
の
脱
 

風
は
相
当
な
被
害
を
も
た
ら
し
 

た
の
で
あ
る
が
、
災
禍
に
め
げ
 

ず
五
所
川
原
市
の
前
進
は
堂
々
 

の
歩
み
を
つ

yけ
て
い
る
．
 

市
街
の
家
並
か
ら
あ
が
る
煙
 

は
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
五
所
川
 

原
の
明
る
さ
を
示
し
て
い
る
。
 

合
併
の
と
き
は
「
、
喜
星
ハ
千
の
人
 

口
．
！
【
い
年
一
で
一
 
・
‘

1ば
り
 

十
月
二
十
 

一
日
午
前
 

A目
 り

五
所
川
原
市
公
民
舘
 

‘
しノ
」

15

日、 

事
便物

認
可I  

け
て
や
れ
ば
ホ
 

茸
地
区
の
受
験
者
約
百
 

の
発
生
床
を
司
 

行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
 

一
余
 

一
  
「
 

る
し
又
茸
（
 

…～

~ 

市
内
の
受
験
者
ま
一
人
 

ョ
り
ー
ー
っ
？
、
れ
「
 

.
 

声
 

ロ
，
，
、
い
無
で
 

」
ノ

I・
」 I

 

〕
で
も
や
青
森
市
に
伍
し
て
、
の
び
て
 

プ
「
一
で
つ

r
】I
I
I
I

ー
こ
こ
と
ゆ
こ
う
と
す
る
五
所
川
雫
 

首
貧
ハ

L
『
嶋
喫
、
方

r
・
万
市
い
ま
、
大
、
一

L工
目
fか

 月
ソ
レ
こ
之
血
楚
】
可

1
!
 



九 八 十
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円
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市
 

に
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昭
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事便物認可‘ （第49号） 年 10 月 
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蘇魅藤曇 

一幸福なるには人に与えた恩を忘れること 

f
辱 人からうけた恩を忘れないこと 

知らずにおかすつみと 知つていておかすつみと 

どつちが大きいか考えるべきである 

発行所青森県五所川原市役所

電 話 （代） 2・111 
発行兼女文 J童一 Fユょ」ー立”→一 ＝ .m 
落 J下経済民生部市民課
編集人 Irr. U9 」～エ RI'. I[ 」～り不 

印刷所陸奥印刷株式会社 

市の人に 	 f-i 末現在 

、“し外国人を除く） 

総人口 49・247 男 24・169 

世帯数 8・699 	女 25・078. 

見
は
る
か
す
、
穿
並
の
連
統
／
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
 

こ
れ
は
合
併
後
四
年
の
五
所
川
 
年

々
才
々
花
相
同
じ
、
年
々
 

原
市
街
で
あ
る
。
二
度
の
大
火
才
々
人
同
じ
か
ら
ず
、
弘
前
市
 

一
 

来
る
十
】
月
八
日
は
五
所
川
原

市
民
に
最
も
深
い
関
係
を
持
つ

市
長
の
選
挙
投
票
日
で
す
。
 

立
派
な
市
長
を
選
び
挙
げ
る

こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
生
活
が

豊
か
に
な
り
明
る
く
な
る
の
で

す
か
ら
、
投
票
を
す
る
前
に
も

う

一
度
目
を
つ
ぶ
り
胸
に
手
を
 

〔
昭
和
三
十
三年
十
月
二
十
 
コ
 

十
一
月
五
日
 

二
旧
迄
に
て
三
ケ
月
と
な
る

戸
（j'
1
畢
に
突
き
当
つ
て
か
 

人
）
 

「
．

・γ
執
弓
d
H
H
三
1ーユ
う
、
 

編
籍
麟
競
麟
）
 

③
 
昭
和
三
土
一
年
九
月
十
五
か
急
か
警
‘
骨
製
す
る
係
員
も
 

静
ー
 

で
あ
の
塞
空
に
ふ
る
え
あ
が
つ

た
過
去
を
憶
う
と
、
ま
る
で
夢

の
よ
う
。
 

い
ま
で
は
消
防
の
機
動
力
も

新
市
に
ふ
さ
わ
し
い
躍
進
ぶ
り

を
み
せ
て
速
消
車
を
先
頭
に
昼

夜
を
わ
か
た
ぬ
猛
訓
練
を
積
み

か
さ
ね
て
、
こ
れ
か
ら
の
火
災

シ
ー
ズ
ン
に
備
え
て
い
る
。
 

昨
年
博
覧
会
こ
の
か
た
、
街

路
は
面
目
を
一
新
し
、近
代
的

で
明
る
い
商
店
が
次
々
と
建
て

ら
れ
、
新
興
の
意
欲
に
燃
え
る

槌
音
が
秋
空
高
く
、
こ
だ
ま
し

て
い
る
。
 

五
所
川
原
市
は
西
北
の
中
心

で
あ
り
綜
合
都
市
で
あ
る
。
将

来
は
石
油
資
源
の
開
発
、
海
底

ト
ン
ネ
ル
の
開
通
等
が
実
現
す

れ
ば
、
急
速
な
発
展
が
予
想
さ

れ
る
。
津
軽
の
野
づ
ら
が
、
工

業
化
さ
れ
る
と
き
、
五
所
川
原

は
ま
た
一
段
と
ふ
く
れ
あ
が
る

こ
と
が
約
束
さ
れ
て
い
る
。
合

併
以
来
の
目
ざ
ま
し
い
事
業
も

そ
の
序
曲
で
あ
る
。
 

巷
間
赤
字
の
こ
と
も
言
わ
れ

て
い
る
が
、
土
地
も
建
物
も
充

分
あ
る
し
、
堅
実
に
一
歩
ノ
、
 

力
強
く
正
道
を
進
ん
で
ゆ
く
と

こ
ろ
、
い
つ
ま
で
も
経
費
は
か

か
る
わ
け
で
も
な
い
の
で
、
赤

宇
の
克
服
が
至
難
だ
と
は
い
わ

れ
ま
い
。
 

合
併
四
年
で
一
切
の
事
業
が

完
成
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
 

出
来
な
い
こ
と
で
、
右
手
に
健

全
財
政
を
に
ら
め
、
左
手
に
事

業
の
推
進
を
な
が
め
て
、
伸
び

ゆ
く
五
所
川
原
を
建
設
す
る
こ

と
は
並
大
低
の
こ
と
で
は
な
い

し
か
し
、
そ
れ
が
、
一
つ
づ
つ

積
み
あ
げ
ら
れ
て
い
る
現
実
は

ひ
と
し
く
認
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
ろ
う
。
 

周
囲
は
農
業
で
固
め
ら
れ
、
 

そ
の
衛
星
に
守
ら
れ
て
、
中
心

街
が
あ
る
わ
け
だ
が
、
農
業
の

振
興
と
商
業
の
進
展
は
車
の
両

輪
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
五
所
川

原
の
生
命
線
で
あ
る
。
 

青
森
県
内
供
出
米
 

の
十

分
の
ー
を
 

占

め
る
五
所

川
原
 

本
年
の
予
約
高
は
 

約
 
十
 
万
 
石
 

二
十
一
号
、
二
十
二
号
の
脱

風
は
相
当
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
の
で
あ
る
が
、
災
禍
に
め
げ

ず
五
所
川
原
市
の
前
進
は
堂
々

の
歩
み
を
つ
y
け
て
い
る
．
 

市
街
の
家
並
か
ら
あ
が
る
煙

は
，
ほ
の
ぽ
の
と
し
た
五
所
川

原
の
明
る
さ
を
示
し
て
い
る
。
 

合
併
の
と
き
は
三
万
六
千
の
人

ロ
が
、
い
ま
で
は
五
万
と
な
り

全
国
三
百
の
新
市
の
う
ち
で
も

中
堅
的
な
存
在
と
な
つ
た
こ
と

は
、
な
ん
と
し
て
も
、
五
万
市

民
の
た
ゆ
み
な
い
協
カ
と
支
援
 

の
 

Aロ
 

ゃ
青森
市
に国
u
て
．豆
 

ゆ
こ
う
と
す
る
五
所
川
里

い
ま
、
大
，
rよ
目
ま
た

常
子
、

．
 伸びゆく 1所川原 

石油の街実現かント は
 

併四年で 新市 

を達成す 

市街鳥か ん 方
 

て
、
有
権
者
全
員
が
、
投
票
を

い
た
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
 

南
 

選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
て

い
る
限
り
投
票
出
来
ま
す
か
ら

入
場
券
が
届
か
な
く
と
も
、
是
 

〈
非
投
票
に
お
出
で
下
さ
い
．
 

消防署望楼か 駅
 

・

b
一
 

つ
 
「
 

、イ
II
 

ら み お ろ し ?
 

、

一
 。

 

一
 

こ
の
度
の
選
挙
は
昨
年
の
九

月
十
五
日
現
在
で
、
こ
し
ら
い

た
基
本
選
挙
人
名
簿
と
衆
階
院

議
員
選
挙
の
際
の
補
充
選
挙
人

名
簿
と
今
回
申
請
に
よ
つ
て
出

来
た
、
補
充
選
挙
人
名
簿
に
よ

つ
て
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
 

》
 
名
簿
洩
れ
等
の
た
め
貴
重
な

一
票
を
行
使
出
来
な
い
事
の
な

い
よ
う
左
に
該
当
す
る
人
は
お

忘
れ
な
く
、
市
の
委
員
会
に
ご

相
談
下
さ
い
。
 

一
、
昭
和
十
三
年
十
月
二
十
三
 

日
以
前
に
生
れ
た
人
 

一
 
（
十月
二
十
二
日
で
満
二
十
 

”
 
才
と
な
る
人
）
 

【
二
、
新
た
に
昭
和
三
十
三
年
七
 

（
 
月
二
十
三
日
以
前
か
ら
住
居
 

v
 
し
て
い
る
人
 

】
を
見
あ
や
ま
ら
ぬ
よ
う
、
金
や
 

猫
雑
霧
誠
誌
謡
」
 

一
 

五
所
川
原
電
報
電
話
局
で
は
、
市
内
蓮
沼
市
営
住
宅
街

（
旧
五

所
川
原
博
跡
）
や
そ
の
周
辺
の
市
民
か
ら
公
衆
電
話
を
設
け
て

ほ
し
い
と
い
う
強
い
要
望
に
応
え
て
博
覧
会
噴
水
池
跡
に
ポ
ツ

ク
ス
公
衆
電
話
入
五
所
川
原
駅
前
と
同
じ
〕
を
去
る
八
日
か
ら
 

開
通
さ
せ
大
い
に
喜

こ
ば
れ
て
 

ー
 

い
る
．
 

あ
て
、
ど
の
候
補
者
が
市
長
と
 

りんと指導所から＼I 
十月 0讐誉き警ニ l 

r
lー
》
貞
，
』x
ュ
」J!
Lノ
「
J’
,'
J
A
 

し
て
最
も
適
当
な
人
で
あ
る
か
 
に
登
瞬
他
m
に
沈
り
に
ほ
気
ら

庫
な
人
が
な
い
ょ
う
に
と
 

市
長
選
挙

マ
」補
充
人

名
簿
調
製
に

つ
い
て
 

（
見
逃
が

さ
ぬ

よ
う

お
願

い
し

ま
す
）
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平和町・ 市立病院 

ム南パス待合所と 
仮詰駅の売店【こ 

1
1
‘
ー‘
くeI

ノ
、
ー
．
ー
●
！
 

鶏
鷲
鷲
響
簿
灘
響
翼
 

鶴
鷺羅
麟
籍
綴
響
 

次
の
よ
う
 
．」
 

郵
意
を
 
綴騒
破
晴
線
船
 
齢
叱
の
鋤
勢
剖
山
 

》蕪
麟
鷲
織
 

に
よ
る
 
進
め
て
下
さ
い
。
着
色
だ
け
？
『

・
 

費
の
 災
鷲
昇

か
」
り被
害
＠撃
報
鰯
鉢
鷲
以
 

麟
鵬
競
響
難
難
 

の
少
な
 
と
で
す
。『ウ
ド
ン
コ
病，
懲

w
劃
の
事
o
 

~ 
ま
た
お
な
じ
み
深
い
赤
ダ
ル

マ
型
公
衆
電
話
も
翌
九

日
か
ら

五
所
川
原
市
立
病
院
待
合
遣
に

弘
南
パ
ス
五
所
川
原
営
業
所
四

遠
く
は
飯
詰
駅
売
店
e
三
ケ
所

に
そ
れ
Iハ、
新
設
し
た
の
で
大

い
に
利
用
し
て
ほ
し
い
と
望
ん

で
い
る
。
 

尚
同
局
で
は
こ
の
他
大
町
四

ッ
角
（
辻
薬
局附
近
）
 に
ボ
ッ
 

，
ス
公
衆
電
話
Jど
、
雪
七
病
院
 

原
市
選
畢
管
理
委
員
会
に
投
き
を
、
は
つ
き
り
さ
せ
、
選
畢

票
の
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
事
諮
関
係
者
と
連
絡
し
期
間
内

④
 
補
充
選
畢
人
名
簿
襲

に
に
繊
、
必
ず
縦
覧
を
し
て
下
さ
 

委
員
会
へ
お
出
で
下
さ
い
。
，一
郎
『t・f

、
ニ
る
奪
ヒ
そ
発
な
 

③
 
不
在
者
投
票
を
せ
ね
ば
な
も
駐
に
す
る
た
め
に
は
、
皆
さ

ら
ぬ
事
情
の
人
は
（
投
票
当
ん
象
」
協
力な
し
で
は
期
し
得

日
自
ら
投
票
所
に
行
つ
て
投
な
」
」の
で
あ
り
ま
す
。
 

票
す
る
事
の
出
来
な
い
人
）
 
乙
お
ご
協
力
と
云
う
の
は
即

投
票
の
前
日
ま
で
に
五
所
川
ち
婆
民
登
録
の
出
入
り
の
手
続
 

①
調
製
現在
期
日
 
？競
耀
瀦
購
競

か

③
坤
難
露
新
摺
報

い
鍛
耗
籍
繊
 

十
月
二
十
三
日
か
ら
ナ
月
、。
J

】
．‘
「ろ
宇
目
「
一く
Z
ュq
子
 

難
（
）
ー
カ
襲
麟
難難
 

ニ
十
九
日
ま
で
 
一
一
日暇
 
d
l
ノ
 

』
十
麟
一
声
雑
 

④
 
名
簿
確
定
日
 

選
管
専
用
電
話
二
一
一
五
番
 

ど
う
か
を
知
る
鴛
め
に
は
市
か
、
あ
て
は
お
り
ま
す
が
、
な
 

選
管
で
必
ず
名
簿
を
見
て
下
（」
ふ
軒ョ
D
員
助
と
い
つ
て
よ
 

逼
管
で
屯
す
を
紺
を
長
て
1
こ
・
良
穀ョ
D
員
助
と
い
つ
て
よ
 

つ
い
て
は
、
左
記
の
通
り
と

な
つ
て
お
り
ま
す
。
 

は
洩
＊
隣
附
き

の
坊
浮
い
舞

入
り
が
は
げ
し
い
の
で

月
二
十
七
日
迄
ど
し
ど
し
当
か
料
”
、
ゲ
ち
と
し
て
も
一
人
 

旧
湖
雌
ゆ
基
本
選
嘩
人
喝
嚇
細
町
、管
気
を
プ
け
て
、
こ
ん
な
 

、
く
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J
、
‘
、
く
く
く
ノ
、く
く
ノー
 

一
、ー
 

昭
和
三
十
『
 

一
彫
 

三
年
度
第
 

‘
式
で
 
三

次
自
衛
 

鷲
綴
議
 

,
L
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叫
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、
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く
 

覧
は
い
つ
で
も
ご
便
官
 

一
 
、
 

三
 

《
 

u
4
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リ
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五
 

、
一
 

が
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事
一
 

希
《
 

蛍健 	る表 今
 

な
 

理
 

い
 

昭
 

府
 

ク
 

な
 

屋
 

専
 

い
 

そ
 

医
 

月
 


